
木更津工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 構造力学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 環境都市工学科 対象学年 2
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 構造力学　第2版　上-静定編　崎元達郎　森北出版　2012年
担当教員 原田 健二
到達目標
１．断面一次モーメントと断面二次モーメントを説明し、計算することができる。
２．はりのたわみとたわみ角を説明し、計算することができる。
３．柱の座屈荷重を説明し、計算することができる。
４．静定トラスの部材力を影響線を描いて計算することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

断面一次モーメントと断面二次モ
ーメントの計算

断面一次モーメントと断面二次モ
ーメントを説明し、計算すること
ができる。

断面一次モーメントと断面二次モ
ーメントを計算することができる
。

断面一次モーメントと断面二次モ
ーメントを計算することができな
い。

はりのたわみとたわみ角の計算 はりのたわみとたわみ角を説明し
、計算することができる。

はりのたわみとたわみ角を計算す
ることができる。

はりのたわみとたわみ角を計算す
ることができない。

柱の座屈の計算 柱の座屈荷重を説明し、計算する
ことができる。

柱の座屈荷重を計算することがで
きる。

柱の座屈荷重を計算することがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 これまでに学習した構造力学の内容に加え、静定構造物の変形の計算について学習する。

授業の進め方・方法 ・授業時間に対して倍の時間の予習・復習を行うこと。
・授業時間中に演習課題を課すので、回答ができるようになるまで何度でも復習すること。

注意点 講義で微分、積分をもちいて説明するため、数学的な表現にも慣れておくこと。不明な点は各自でしっかり復習し、わ
からないことがある場合には、適宜質問をすること。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 構造力学Ⅱで学ぶことを説明することができる

2週 支点反力の影響線 支点反力の影響線を描いて計算することができる
（MCC）

3週 断面力の影響線 断面力の影響線を描いて計算することができる
（MCC）

4週 断面一次モーメント 断面一次モーメントを計算することができる（MCC）
5週 断面二次モーメント 断面二次モーメントを計算することができる（MCC）
6週 曲げ応力 曲げ応力を計算することができる（MCC）
7週 せん断応力 せん断応力を計算することができる（MCC）
8週 後期中間試験 後期中間試験までの内容

4thQ

9週 中間試験の解説

10週 片持ちばりのたわみとたわみ角① 片持ちばりのたわみとたわみ角を計算することができ
る（MCC）

11週 片持ちばりのたわみとたわみ角② 片持ちばりのたわみとたわみ角を計算することができ
る（MCC）

12週 単純ばりのたわみとたわみ角① 単純ばりのたわみとたわみ角を計算することができる
（MCC）

13週 単純ばりのたわみとたわみ角② 単純ばりのたわみとたわみ角を計算することができる
（MCC）

14週 柱の座屈 柱の座屈荷重を計算することができる（MCC）
15週 後期定期試験 後期定期試験までの内容
16週 後期定期試験の解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


